
朗
讀
Ｃ
Ｄ
の
愉
し
み 

 
 

 
 

土
屋 

博 

 
文
語
日
誌
（平
成
二
十
六
年
九
月
九
日
） 

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
な
る
も
の
、
我
が
國
に
て
は
高
價
格
な
る
こ
と
も
之
あ
り
て
永
ら
く
普
及
せ
ざ
り
し
處
、

漸
く
ブ
ー
ム
の
訪
れ
つ
つ
あ
る
か
に
見
ゆ
る
は
嬉
し
。 

① 

「Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク 
聲
に
出
し
て
讀
み
た
い
日
本
語
」（草
思
社
、
二
〇
〇
三
年
刊
） 

出
演
陣
は
平
野
啓
子
氏
、
小
林
薫
氏
、
觀
世
壽
夫
氏
、
天
台
宗
聲
明
研
究
會
な
ど
豪
華
に
し
て
、
と
り
わ

け
冒
頭
の
市
川
龜
治
郎
（
當
時
）
の
白
浪
五
人
男
の
セ
リ
フ
「
知
ら
ざ
あ
言
つ
て
聞
か
せ
や
せ
う
」
は
非
常
な

る
迫
力
あ
り
。
テ
キ
ス
ト
の
選
擇
も
適
當
か
つ
多
彩
。
著
者
は
齋
藤
孝
明
治
大
學
教
授
、
四
月
よ
り
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ

レ
ビ
朝
の
情
報
番
組
司
會
者
も
務
む
る
人
物
な
り
。 

② 

「清
盛
と
平
家
物
語
」Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
（朝
日
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
刊
） 

大
河
ド
ラ
マ
「清
盛
」の
放
送
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
せ
て
編
集
せ
ら
れ
た
る
由
。
い
は
ゆ
る
名
場
面
ほ
ぼ
網
羅
せ

ら
る
。
早
速
敦
盛
最
期
の
場
面
を
聞
き
た
る
と
こ
ろ
、
加
賀
美
幸
子
氏
の
朗
讀
は
氣
品
あ
り
。 

③ 

Ｃ
Ｄ
「文
化
を
聽
く 

自
作
朗
讀
の
世
界
」二
〇
一
一
年 

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
創
立
百
周
年
記
念
と
し
て
發
賣
せ
ら
る
。
北
原
白
秋
、
與
謝
野
晶
子
、
萩
原
朔
太
郎
、
室

生
犀
星
、
佐
藤
春
夫
、
高
濱
虚
子
、
釋
超
空
、
齋
藤
茂
吉
ら
の
肉
聲
を
聽
く
こ
と
を
得
。
當
に
文
化
遺
産
と

こ
そ
言
ふ
べ
け
れ
。 

④ 

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク 

新
裝
版
「音
讀
革
命
」
七
田

し

ち

だ 

眞
著 

二
〇
〇
八
年 

副
題
は
「
右
腦
が
開
花
す
る
名
文
集
」
。
暗
唱
す
べ
き
漢
詩
（
江
南
の
春
、
偶
成
、
春
望
、
春
曉
等
）
、
論
語
、

古
典
文
學
、
近
代
文
學
、
通
常
ス
ピ
ー
ド
の
ほ
か
、
二
倍
速
、
三
倍
速
に
て
も
收
め
ら
れ
た
り
。
暗
唱
に
よ
り

て
、
記
憶
力
・想
像
力
高
ま
り
、
ぼ
け
防
止
效
果
も
あ
る
由
な
り
。
湯
川
秀
樹
ら
も
幼
兒
期
に
四
書
五
經
の

素
讀
を
行
ひ
し
結
果
、
頭
の
大
い
に
鍛
へ
ら
れ
し
と
い
ふ
。
七
田
式
は
全
國
に
教
室
を
持
ち
教
育
活
動
に
努

め
た
る
ら
し
。 

⑤ 

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
「
先
見
と
行
動
」
、
「
立
志
の
作
法
」
、
「
徳
育
と
實
業
」
、
「
國
富
論
」
パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ

社
、
二
〇
一
二
年 

合
計
二
十
二
枚
の
Ｃ
Ｄ
に
澁
澤
榮
一
の
名
著
「
青
淵
百
話
」
收
録
せ
ら
る
。
將
來
眼
衰
へ
讀
書
困
難
と
な
り

た
る
際
に
は
良
き
助
け
と
な
る
ら
む
。 

⑥ 

オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
「武
士
道
」パ
ン
ロ
ー
リ
ン
グ
社
、
二
〇
一
四
年 

新
渡
戸
稻
造
の
名
著
「武
士
道
」の
エ
ッ
セ
ン
ス
、
Ｃ
Ｄ
六
枚
組
に
て
一
六
二
〇
圓
な
る
は
格
安
と
覺
ゆ
。 

⑦ 

Ｃ
Ｄ
ブ
ッ
ク
「く
ち
ず
さ
み
た
く
な
る
名
詩
」下
重
曉
子
著
・朗
讀
、
海
龍
社
、
二
〇
〇
四
年 

ア
マ
ゾ
ン
に
て
中
古
の
Ｃ
Ｄ
未
開
封
の
も
の
を
ば
購
入
す
。
下
重
氏
自
身
の
關
心
を
有
す
る
名
詩
竝
び
居
り
、

朗
讀
・解
説
に
も
情
熱
感
ぜ
し
む
。 

⑧ 

三
省
堂
「全
譯
讀
解
古
語
辭
典
第
三
版
」附
録
Ｃ
Ｄ 

代
表
的
古
典
文
學
作
品
の
さ
は
り
、
朗
讀
せ
ら
る
。
最
新
版
の
第
四
版
に
は
附
録
Ｃ
Ｄ
無
け
れ
ば
、
注
意
の

程
。 



⑨ 

三
省
堂
「現
代
短
歌
大
事
典
普
及
版
」附
録
Ｃ
Ｄ 

與
謝
野
晶
子
、
啄
木
、
白
秋
、
山
川
登
美
子
、
茂
吉
、
牧
水
、
岡
本
か
の
子
の
和
歌
を
平
野
啓
子
の
名
調
子

に
て
聽
く
こ
と
を
得
。 

⑩ 

三
省
堂
「美
し
い
日
本
の
名
文
・名
詩
・名
歌
」暗
誦
用
Ｃ
Ｄ
つ
き
（二
〇
〇
二
年
刊
） 

古
典
文
學
、
詩
歌
、
和
歌
、
俳
句
、
漢
詩
の
代
表
的
な
る
作
品
網
羅
的
に
收
録
せ
ら
る
。
解
説
文
も
萬
全
な

れ
ば
、
推
獎
に
價
す
。
絶
版
の
可
能
性
あ
り
。 

⑪ 

松
平
定
知
朗
讀
『サ
ラ
イ
』が
選
ん
だ
名
作
集
第
五
集
「論
語
」Ｃ
Ｄ
（小
學
館
、
二
〇
一
二
年
刊
） 

松
平
氏
曰
く
、
朗
讀
は
作
品
に
書
か
れ
た
る
作
者
の
思
ひ
を
讀
み
取
り
自
分
の
中
に
て
咀
嚼
し
相
手
の
心
に

傳
ふ
る
作
業
な
り
、
と
。
氏
の
朗
讀
、
こ
れ
ぞ
朗
讀
と
の
安
定
感
拔
羣
に
て
味
は
ひ
殊
更
に
深
き
。 

⑫ 

詩
吟
ベ
ス
ト
（ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
二
〇
一
〇
年
發
賣
）Ｃ
Ｄ
二
枚
組 

頼
山
陽
の
「
鞭
聲
肅
々
」、
「靜
御
前
」、
「
本
能
寺
」、
乃
木
希
典
の
「
金
州
城
下
作
」、
菅
原
道
眞
の
「九
月
十

日
」ほ
か
著
名
な
る
作
品
、
綺
羅
星
の
如
く
收
録
せ
ら
る
。 

⑬ 

岩
波
書
店
「聲
で
た
の
し
む
美
し
い
日
本
の
詩
」大
岡
信
・谷
川
俊
太
郎
編
（一
九
九
〇
年
刊
） 

和
歌
俳
句
篇
、
近
現
代
詩
篇
の
二
册
よ
り
成
る
。
二
枚
の
Ｃ
Ｄ
を
附
し
、
安
野
光
雅
氏
裝
丁
の
美
し
き
箱
入

り
。
朗
讀
陣
も
豪
華
に
て
、
和
歌
俳
句
篇
に
は
松
本
幸
四
郎
氏
、
平
井
澄
子
氏
、
近
現
代
詩
篇
に
は
岸
田

今
日
子
氏
、
橋
爪
功
氏
を
配
す
。
作
品
の
選
擇
も
秀
で
、
一
家
に
一
册
備
ふ
る
價
値
十
分
に
あ
り
と
思
料

す
。
な
ほ
、
既
に
絶
版
に
な
り
て
久
し
く
、
古
書
サ
イ
ト
の
「日
本
の
古
本
屋
」に
て
も
入
手
は
容
易
な
ら
ず
。

最
近
偶
然
ブ
ッ
ク
オ
フ
に
て
購
入
す
る
こ
と
を
得
た
る
は
幸
運
な
り
き
。 

 


